
   

主
な
事
業

▽
地
方
創
生
事
業
の
推
進

１
、９
０
２
万
円

　
瀬
戸
内
市
太
陽
の
ま
ち
創
生
総

合
戦
略
に
基
づ
き
、
仕
事
に
対
す

る
支
援
、
空
き
家
の
活
用
、
移
住

者
の
受
入
体
制
の
拡
充
に
よ
り
、

ま
ち
の
賑に

ぎ

わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
赤
磐
市
、
和
気
町
と
連

携
し
、
吉
井
川
流
域
の
観
光
資
源

を
磨
き
上
げ
、
外
国
人
観
光
客
の

受
入
体
制
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

▽
市
民
活
動
の
応
援２

、６
６
０
万
円

　
市
民
の
主
体
的
な
活
動
を
応
援

す
る
た
め
、
自
治
会
や
市
民
活
動

団
体
の
公
益
的
な
活
動
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
提
示
す
る
地
域
課

題
を
協
働
で
解
決
す
る
た
め
に
提

案
さ
れ
た
市
民
活
動
団
体
の
事
業

を
助
成
し
ま
す
。

▽
定
住
の
促
進

２
、２
９
１
万
円

　

お
試
し
住
宅
の
運
営
や
移
住

フ
ェ
ア
へ
の
出
展
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
定
住
促
進
補
助
金
に
よ

り
、
東
町
ひ
ま
わ
り
団
地
と
牛
窓

西
浜
団
地
の
分
譲
宅
地
の
販
売
を

促
進
し
ま
す
。

▽
公
共
交
通
施
策
の
充
実

４
、３
１
６
万
円

　
市
営
バ
ス
の
運
行
や
タ
ク
シ
ー

活
用
制
度
の
試
験
的
導
入
、
民
間

路
線
バ
ス
の
虫
明
・
長
島
愛
生
園

線
の
増
便
な
ど
に
よ
り
、
公
共
交

通
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
小
児
医
療
費
の
助
成

１
億
５
、５
３
６
万
円

　
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料

化
し
、子
育
て
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

▽
保
育
園
施
設
の
整
備

１
億
９
、３
６
３
万
円

　
裳
掛
認
定
こ
ど
も
園
（
仮
称
）

な
ど
を
整
備
し
、
子
育
て
、
教
育

の
環
境
整
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　

運
営　
　
　
　
　

３
４
７
万
円

　
保
健
師
と
臨
床
心
理
士
を
配
置

し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
し
ま
す
。

▽
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
応
援
隊
の
育
成

１
０
４
万
円

　
セ
ミ
ナ
ー
や
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
事

業
を
通
し
て
、
子
育
て
仲
間
が
集

う
「
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
」
に
関
わ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
ま
す
。

▽
Ｃ
Ｏ２

排
出
削
減
対
策
の
実
施

４
億
６
、２
５
９
万
円

　
環
境
省
の
公
共
施
設
等
先
進
的

Ｃ
Ｏ２

排
出
削
減
対
策
モ
デ
ル
事
業

に
よ
り
、
教
育
施
設
な
ど
へ
の
省

エ
ネ
エ
ア
コ
ン
の
設
置
と
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
邑
久
地
域
へ
の
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、

Ｃ
Ｏ２

排
出
削
減
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。
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 平成 30 年度

 当 初 予 算
区　分 予算額（万円） 前年度比

一般会計 1,793,120 4.7%

特
別
会
計

国民健康保険 444,517 △ 17.5%

裳掛診療所 2,798 △ 3.0%

介護保険 433,124 0.7%

後期高齢者医療 56,167 5.8%

土地開発事業 2,958 6.9%

企業団地造成事業 85,284 97.0%

計 1,024,848 △ 4.3%

事
業
会
計

病院事業 201,241 △ 1.4%

水道事業 385,126 △ 9.8%

下水道事業 286,782 △ 2.5%

計 873,149 △ 5.6%

合計 3,691,117 △ 0.5%

▽会計別当初予算

地方譲与税・各種交付金（5.1%）
9億1,700万円

地方交付税（23.4%）
　　42億円

県支出金（5.6%）
10億1,302万円

市税（27.1%）
48億6,204万円

自主財源
  （42.6％）依存財源

  （57.4％）

繰入金（7.8%）
13億9,522万円

諸収入（2.8%）
5億171万円

国庫支出金（9.1%）
16億2,545万円

市債（14.2%）
25億4,690万円

使用料・手数料（1.1%）
2億54万円 分担金・負担金（1.1%）

2億475万円

財産収入・寄附金・
繰越金（2.7%）
4億6,457万円

商工費（0.8%）  1億4,346万円

土木費（13.9%）
24億9,774万円

民生費（32.7%）
 58億7,415万円

予備費（0.3%）  5,000万円農林水産業費（2.7%）
4億8,935万円

議会費（1.1%） 1億9,720万円

消防費（3.7%）
6億5,541万円

公債費（9.1%）
16億2,297万円

衛生費（13.8%）
 24億8,785万円

労働費（0.1%）  1,900万円

教育費（11.5%）
20億5,472万円

総務費（10.3%）
18億3,935万円 目的別

歳出

■市税・地方交付税は減少、寄附金・市債は増加■市の持続的な発展のため、大型の投資的経費などを計上

綱渡りをする子どもたち

　平成30年度の当初予算は、限られた財源の中、
市の持続的な発展を目指し、子育て、教育、生活
基盤の整備に力を入れたものとしています。
　一般会計の予算額は、前年度当初と比べて８億
71万円増の 179億 3,120 万円で、合併後最大の
予算規模となっています。
　また、特別会計は、４億 6,149 万円減の 102
億 4,848万円、事業会計は、５億2,017万円減の
87億 3,149 万円となり、全会計の総額は、１億
8,094万円減の369億1,117万円となっています。

予   算   概   要

全会計の総額は
前年度当初と比べて０．５％減

歳 入 の 内 訳歳 出 の 内 訳

　一般会計の歳入のうち、市税は、評価替えによる固
定資産税の減少などにより、前年比 0.2％（1,080 万円）
減の 48 億 6,204 万円を見込んでいます。
　地方交付税は、普通交付税の合併算定替え特例期間の
終了による段階的な削減などにより、前年比 7.9％（３億
6,000 万円）減の 42 億円を見込んでいます。
　市債は、上水道事業に対する出資および JR 駅前等整
備事業などへ充当する投資的事業費の増加などにより前
年比43.7％（７億7,490万円）増の25億4,690万円となっ
ています。
　また、寄附金のうち、ふるさと納税として１億 5,000
万円、企業版ふるさと納税として 300 万円を見込み、
財産収入のうち、平成 31 年４月売電開始予定の錦海塩
田跡地の貸付収入は、２億 7,500 万円を見込んでいます。

　一般会計では、地方創生事業、市民活動を応援するた
めの補助金、中学生までの医療費の無料化、小・中学校、
幼稚園などへの外国人講師の派遣、有害鳥獣被害防止対
策などの経費を計上しています。
　主な投資的経費は、JR 駅前の整備事業、学校施設長
寿命化計画に基づく整備事業、CO2 排出削減対策に伴
う教育施設などへの省エネエアコンの設置・照明の LED
化や太陽光発電設備の整備などとなっています。
　特別会計では、国民健康保険特別会計や介護保険特別
会計の給付費、企業団地造成事業特別会計の事業費など
を計上しています。
　また、事業会計では、病院事業会計の駐車場整備費や
医療機器購入費、水道事業会計の施設整備費、下水道事
業会計の管

かんきょ

渠整備費などを計上しています。
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基金残高の状況（普通会計）

28
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

30
年
度
見
込

29
年
度
見
込

市債残高の推移（普通会計） 単位：百万円

単位：百万円
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▽
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
強
化

２
、９
７
４
万
円

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
削
減
を
図
る
た
め
、
防
護
柵
等

設
置
補
助
金
、
捕
獲
事
業
補
助
金

を
拡
充
し
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や

箱
わ
な
の
設
置
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
よ
る
捕
獲
・
防
護
対
策
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

▽
観
光
施
策
の
推
進３

、０
４
０
万
円

　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
磨

き
上
げ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
）、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
観
光
施
策

に
取
り
組
み
、
市
の
認
知
度
や
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
、
観
光
客
の
増
加

を
図
り
、
地
域
内
消
費
額
の
拡
大

に
つ
な
げ
ま
す
。

▽
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に

　

よ
る
市
道
整
備

３
億
６
、７
３
０
万
円

　
市
道
錦
海
師
楽
線
の
整
備
、
市

道
旧
堤
道
線
の
詳
細
設
計
、
狭き

ょ
うあ

い
道
路
の
拡
幅
、
橋

き
ょ
う
り
ょ
う
梁
の
長
寿
命

化
修
繕
計
画
の
策
定
な
ど
を
行
い

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
に
外
国
人

講
師
を
派
遣
し
、
英
語
教
育
、
英

語
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
教
育
支
援
員
な
ど
の
配
置

１
億
３
、１
２
７
万
円

　
教
育
支
援
員
、
非
常
勤
講
師
や

担
任
な
ど
の
配
置
に
よ
り
、
き
め

細
か
な
教
育
を
行
い
ま
す
。

▽
35
人
学
級
の
編
成２

、２
７
９
万
円

　
小
学
校
す
べ
て
の
学
級
を
35
人

以
下
の
児
童
で
編
成
す
る
た
め
の

講
師
を
採
用
し
ま
す
。

▽
幼
稚
園
施
設
の
整
備

７
、５
８
３
万
円

　
牛
窓
東
幼
稚
園
の
園
舎
改
修
の

た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

ま
す
。

▽
Ｊ
Ｒ
駅
前
な
ど
の
整
備

５
億
８
、８
２
３
万
円

　
市
内
３
駅
の
ト
イ
レ
、
駅
前
広

場
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

▽
消
防
施
設
の
整
備２

、１
０
０
万
円

　
邑
久
東
分
団
の
機
庫
敷
地
内
に

耐
震
性
貯
水
槽
１
０
０
ト
ン
を
整

備
し
ま
す
。

▽
英
語
教
育
、
英
語
活
動
の
推
進

３
、６
３
５
万
円

　
幼
児
期
か
ら
小
・
中
学
校
ま
で

に
英
語
に
慣
れ
親
し
む
機
会
を
確

保
す
る
た
め
、
公
立
の
保
育
園
、

ま
た
、
各
幼
稚
園
に
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
夢
二
の
ふ
る
さ
と
芸
術
交
流
プ

　

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施６

０
０
万
円

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
、
竹
久
夢
二
作
詞
の
曲
を
課
題

曲
と
し
、
声
楽
部
門
・
器
楽
部
門

の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
夢
二
に
関
連
す
る
地
域

資
源
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
取
り

組
み
に
よ
り
、
芸
術
文
化
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▽
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
改
修

５
、５
５
９
万
円

　
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
人
工
芝
張
替
工
事
を
行

   

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組

　
持
続
可
能
で
安
定
し
た
財
政
運

営
の
実
現
に
向
け
、
平
成
29
年
度

に
策
定
し
た
財
政
運
営
適
正
化
計

画
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
有
地
の
貸
付

け
に
よ
る
収
入
の
確
保
、
公
営
企

業
会
計
繰
出
金
の
抑
制
、
市
単
独

補
助
金
の
見
直
し
、
事
業
用
機
器

の
更
新
時
期
の
見
直
し
、
施
設
の

統
廃
合
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
地
方
交
付
税
の
削
減
や
人
口

減
少
社
会
の
課
題
に
対
応
し
ま
す
。

   

基
金
・
市
債
残
高
の
状
況

　
平
成
30
年
度
は
、
保
育
園
施
設

整
備
な
ど
の
子
育
て
関
連
施
策
や

Ｊ
Ｒ
駅
前
等
整
備
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
基
盤
の
整
備
な
ど
、
将

来
に
向
け
た
積
極
的
な
投
資
に
よ

り
、
収
入
不
足
に
備
え
る
た
め
の

積
立
て
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
を

７
億
５
、０
０
０
万
円
取
り
崩
し

て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
編
成
後
の
財
政
調

整
基
金
残
高
は
、
本
年
度
末
で

32
億
２
、０
０
０
万
円
と
な
る
見

込
み
で
す
。

市 役 所 の 機 構 改 革

現　行

⇒

４月１日からの主な変更内容

総務部
契約管財課

各部署が担当する大規模工事、営繕業務を代理執行する「建築営繕室」を
契約管財課内に新設する

契約管財課（建築営繕室）　☎０８６９ - ２２ - ２０７９

産業建設部
観光課、産業振興課

産業振興課の企業誘致、企業立地、商工業の振興などの業務を観光課へ
移管し、観光課を「商工観光課」、産業振興課を「農林水産課」とする

産業振興課（企業立地推進係）
　　⇒　商工観光課（商工労政係）　☎０８６９ - ２２ - １２８４

（その他の電話番号はそのまま）

４月１日から市役所組織を変更しています。主な変更内容は次のとおりです。

　
ま
た
、
一
般
会
計
の
市
債
残
高

は
、
水
道
事
業
会
計
の
施
設
整
備

に
伴
う
出
資
金
や
Ｊ
Ｒ
駅
前
等
整

備
な
ど
の
財
源
と
す
る
合
併
特
例

債
の
借
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
本

年
度
末
で
は
前
年
度
末
と
比
べ

て
10
億
６
、３
６
５
万
円
増
加
し
、

約
１
８
１
億
１
、０
０
０
万
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　
事
業
会
計
に
お
い
て
も
下
水
道

の
管
渠
整
備
な
ど
に
よ
り
、
借
入

が
増
加
し
て
お
り
、
市
全
体
の
市

債
残
高
は
約
３
８
６
億
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
財
政
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
５

　
ま
た
、
平
成
30
年
３

月
に
策
定
し
た
行
政
改

革
プ
ラ
ン
を
も
と
に
安

定
的
な
行
財
政
運
営
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問

い
ま
す
。
ま
た
、
公
園
改
修
の
た

め
の
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

▽
給
食
調
理
場
の
運
営

５
、１
９
７
万
円

　
邑
久
学
校
給
食
調
理
場
の
調
理

な
ど
の
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

▽
図
書
館
の
運
営９

、８
９
１
万
円

　
図
書
の
充
実
や
移
動
図
書
館
、

各
種
講
座
の
開
催
に
よ
り
、
生
涯

学
習
や
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
図
書
館
を
運
営
し
ま
す
。

▽
市
民
病
院
の
整
備８

、０
０
０
万
円

　
病
院
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。

▽
医
療
機
器
の
整
備２

、２
６
８
万
円

　
外
科
用
Ｘ
線
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
購
入
し
ま
す
。

▽
上
水
道
施
設
の
統
合
整
備

13
億
８
、５
８
２
万
円

　
福
山
浄
水
場
施
設
を
更
新
整
備

し
、
送
水
管
の
敷
設
工
事
を
行

い
、
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図
り

ま
す
。

現在の邑久駅前

区分 配　置

幼稚園
支援員、非常勤講師や担任、
巡回指導を行う専門相談員、
預かり保育員

小学校 支援員、非常勤講師や担任、
図書館司書、業務アシスタント

中学校 支援員、非常勤講師や担任、
図書館司書、生徒指導員

▽支援員などの配置

１月に開催された第１回夢二コンクール

セットちゃん




